
湯
浅
吉
郎
の

舎
別
之
歌
」
に
寄
せ
て

去
る
一
月
、
茅
ケ
崎
市
の
小
崎
静
と
い
う
方
か

ら
、
上
野
直
蔵
総
長
宛
に
、
吉
郎
と
署
名
の
あ
る

一
篤
の
詩
の
原
稿
が
寄
贈
さ
れ
九
。
詩
は
一
枚
の

原
稿
用
紙
に
毛
筆
で
書
か
れ
、
澳
字
に
は
ル
ビ
を

ふ
っ
九
完
成
稿
で
あ
る
。
(
本
誌
師
の
写
真
参
照
)

念
の
た
め
、
詞
書
も
ふ
く
め
て
、
全
文
を
左
に

掲
げ
て
お
き
た
い
。

明
治
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日

同
志
社
卒
業
生
に
か
は
り

て
作
れ
る
告
別
之
歌
(
学
校
歌
の
譜
)

郎

吉

島
か
け
此

し
ら
は
k

嘗
ウ
゛
享

土
ど

局
曳
と
り

松
杉
の
緑
の
門
。
赤
旗
。
白
旗
。

か
ぜ
)
"
(

ふ
く
府
に
な
び
く
も
あ
は
れ
。
わ
れ
ら
を
送

三
身
ひ
と
つ
を
い
ま
や
さ
さ
げ
ん
ミ
神
に
。

く
叱

、
と
国
て
0

河
野
仁
昭

り
て
0

を
し
へ
、
、
.
"

)

い
ぎ
さ
ら
ば
。
さ
ら
ば
と
い
へ
ど
教
の
師

ら
よ
0

0
ゆ

な
か

わ
か

モ
で

よ世
の
中
の
別
れ
の
ご
と
。
袖
に
ハ
距
な
し
。

か
み

ち
、
は
、

父
母
の
家
路
と
ほ
く
と
く
か
へ
り
ゆ
き
て
。

)

い
ざ
さ
ら
バ
。
さ
ら
バ
と
い
へ
ど
を
し
へ

モ
の
'

の
園
生
よ
。

つ
ゆ

わ
か

モ
で

な
ほ
ざ
り
の
別
れ
の
ご
と
。
袖
に
は
露
な
し
。

か
め

'
ヘ

い
へ
ぢ

二
夏
菊
の
黄
金
の
瓶
。
琴
の
音
。
笛
の
音
。

お
く

)

、
・
ガ

さ
し
水
に
ひ
び
く
も
う
れ
し
。
わ
れ
ら
を
送

り
て
。

宅
な
ぴ
 
L
一
ι

)

い
ざ
さ
ら
バ
。
さ
ら
バ
と
い
へ
ど
学
の
友

ら
よ
0

う
ゆ

毛
で

つ
0
 
わ
か

よ世
の
常
の
別
れ
の
ご
と
。
袖
に
は
露
な
し
。

)

"
.
つ
κ
、
く

こ
と

ね

作
者
は
断
わ
る
ま
で
も
な
く
湯
準
園
郎
(
半
月
)

き

で
あ
る
。
彼
が
究
案
し
て
同
喜
の
微
幕
制
定

さ
れ
九
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
明
治
二
十
六
年
だ

社
旗
は
ま
だ
制
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
卒

゛
)
、

力業
式
な
ど
に
は
紅
白
の
旗
を
門
に
立
て
、
式
場
か

謝
恩
会
場
に
は
夏
菊
な
ど
を
飾
り
、
琴
や
笛
の
演

奏
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
光

景
が
同
に
う
か
ぷ
。
こ
の
作
品
の
モ
チ
ー
フ
は
、

「
身
ひ
と
つ
を
い
ま
や
さ
さ
げ
ん
ミ
柳
に
。
ミ

国
に
」
の
句
に
う
か
が
え
る
。
「
袖
に
ハ
罵
な
し
」

と
い
う
リ
ワ
レ
ー
ン
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
モ
チ
ー

フ
と
関
連
す
る
措
辞
だ
ろ
う
。
卒
業
生
た
ち
は
晴

れ
や
か
な
表
芋
巣
立
っ
て
行
っ
九
か
も
知
れ
な

多
分
そ
・
つ
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
い

)
0

しう
卒
業
生
へ
の
吉
郎
の
祈
り
と
期
待
が
こ
れ
を
書

か
せ
た
の
で
は
な
い
か
。

同
志
社
神
学
科
卒
業
の
年
萌
治
十
八
年
)
に
、
旧

約
聖
書
か
ら
題
材
を
得
て
書
い
た
彼
の
長
篇
叙
事

詩
『
十
二
の
石
塚
』
は
、
日
本
近
代
詩
最
籾
の
個

こ
が
ね

わ
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人
詩
集
と
し
て
も
著
名
だ
が
、
同
じ
年
に
渡
米
し

て
工
ー
ル
大
学
に
学
ん
だ
吉
郎
は
、
明
治
二
十
四

年
に
帰
国
し
、
母
校
の
紳
学
校
で
旧
約
を
教
授
し

て
い
た
。
か
た
わ
ら
、
同
志
社
の
後
班
で
あ
る
雲

義
貝
由
太
郎
(
明
治
二
十
ご
年
英
学
校
恕
通
科
卒
業
)

な
ど
と
と
も
に
、
『
伺
変
文
学
』
『
国
民
之
友
』

女
学
延
曾
な
ど
に
、
新
休
詩
を
相
つ
い
で
発

表
し
て
い
る
。
右
の
「
告
別
之
歌
」
は
そ
の
頃
の

も
の
だ
が
、
『
十
二
の
石
塚
』
に
題
材
手
法
と
も

あ
め
0
5
Φ
は
じ
め

に
類
似
し
九
「
天
地
初
発
」
や
、
短
篇
「
み
え
ざ

み
て

る
御
手
に
ょ
ら
ず
し
て
/
ふ
く
嵐
こ
そ
な
か
り
け

れ
」
(
「
犬
然
ヒ
と
い
っ
た
霜
な
ど
か
ら
も
察
せ

ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
は
神
学
者
で
あ
る
と
伺
時
に

あ
つ

估
仰
の
発
倫
人
で
あ
っ
た
。

校
友
会
編
『
新
島
先
生
賑
集
』
屈
和
巧
・
1
)

に
、
吉
郎
は
新
島
の
生
涯
を
描
い
た
四
行
一
節
、

全
七
十
節
の
長
篇
詩
を
寄
せ
、
そ
の
第
=
打
目
を

「
あ
あ
見
え
ざ
る
神
の
御
手
は
」
と
書
き
起
こ
し

て
い
る
。
昭
和
十
八
年
二
月
に
永
眠
し
た
彼
の
、

披
晩
年
の
作
品
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
吉
郎
の
「
告
別
之
歌
L
 
を
ご
寄
贈

く
だ
さ
っ
た
小
崎
氏
は
、
総
長
宛
に
お
手
紙
を
添

え
ら
れ
て
(
無
断
引
用
を
ご
容
赦
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
)
、

「
今
朝
ふ
と
昔
の
物
よ
り
同
封
の
古
き
時
代
の
卒

業
生
が
父
(
弘
道
)
に
お
く
り
ま
し
た
物
の
如
L

き
詩
が
出
て
き
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
卒
業
式
の
時

期
で
も
あ
り
、
「
私
一
人
で
な
つ
か
し
む
よ
り
、

先
生
に
差
し
上
げ
」
た
い
と
書
い
て
お
ら
れ
る
。

小
崎
静
(
卸
子
)
氏
は
、
同
志
社
第
二
代
社
長
葱

校
長
爾
治
一
一
十
五
年
就
色
小
崎
弘
道
の
令
息
道
雄

氏
靈
人
)
の
夫
人
で
あ
る
。
先
年
『
小
崎
弘
道
自

筆
集
』
(
乙
卜
の
写
真
参
照
)
が
道
雄
氏
か
ら
寄
賠

さ
れ
、
叉
、
そ
の
後
弘
道
・
道
雄
関
係
の
貴
重
な

記
録
・
資
料
類
が
多
数
同
志
社
に
寄
贈
さ
れ
、
関

係
者
が
深
く
感
謝
し
て
い
る
こ
と
も
こ
こ
に
記
し

、
一
'
嘉
毛
ξ
、
、
"

尋
一

一
 
1
 
.
北
,

、
桝
悼

亀
乢
一

工
む
島

卑

、

'
纂
ι

;

宴
'
゛
翻
拘
一
で
、
瓢
・
ル
'

-
 
0
嬰
.
、
3
玉
、
.
'
井
俗
遇
宝
¥
塑
鼻
札
々
;

.
、
:
'
ー
、
゛
、
〆
、
ヨ
ユ
,
上
.
贄
、
.
"

妄
・
゛
亨
,
.
瓢
、
゛
兜
勺
一
皇

亨
、
゛
)

1
乳
、
,
嚢
ノ
4
 
、
ぼ
,
'
"
.
U
"
,
・
!
バ
、

.

て
お
き
た
い
。
こ
の
度
は
ま
た
、
吉
郎
の
詩
の
原

曾
ご
恵
送
た
ま
わ
っ
た
わ
け
だ
が
、
古
い
時
代

の
物
な
の
で
、
ど
ぅ
い
う
い
き
さ
つ
で
弘
道
の
遺

品
の
中
に
こ
れ
が
あ
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
よ
う

で
あ
る
。
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

い
ら
ざ
る
推
測
か
も
知
れ
な
い
が
、
卒
業
式
の

極
を
校
長
に
気
軽
に
告
げ
る
程
度
の
気
持
ち
で

作
者
自
身
が
進
呈
し
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思

う
。
で
な
け
れ
ば
、
「
卒
業
生
に
か
は
り
て
作
れ

る
し
と
、
詞
書
で
断
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
ま
た

推
稿
し
九
部
分
を
そ
の
ま
ま
と
ど
め
た
原
稿
を
、

コ

・
、
一
,
・
此
、
』
一
、
^
.
气
^
,

守
,,

U

颪゛●タ.、驫卦含今興.
略瓢奥松ミ●邑宅
,>、」$・,上丑系女
、4 Iax'急¥キ『
げ岩.゛ユ t '三゛き t >.; iι
呈.鷺、,1:1't 唇乱ルq訂a^,、 14二一tl
X 二!キ忌ネ i夢;環工 d.,

、

群馬県安巾市にある半門詩碑「十二の石塚コ

i,才赴、、憎迄{劇'介 i
;:、二立一"立'倉党
キ1キ覧声i'尋,、'に
や陽、,,・之.え

小崎弘道自筆染
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新島襄(岡本清一著)

新島襄(魚木忠一著)

髮の掠奪(岩崎泰男訳)

同志社歳時記(生島吉造・松井全編)

続・同志社歳時記(生島吉造・松井全編)

同縄,住今1ゞ昌一(新島襄)
同志社90年小史(社史史料編集所編)

同志社歌集

新島襄書簡集(編老代表・住谷悦治)

同志社で話したこと書いたこと

(久永省一著)

イェスの生涯と思想(高橋虔)

憲法と平和(田畑忍)

人生、友情、学問(上野直蔵)

日本経済の源流(住谷悦治)

近代日本文化とキリスト教

(高道基・社橋三良の

同志社関係出版物

同志社大学出版部

学校法人同志社

¥500

¥300

¥1,000

¥600

¥700

¥100

¥3,000

¥臥)0

¥210

¥ 350

波 書

北書

文

店

0

750

350

350

350

350

0

取扱・同志社収益事業課

儀
式
張
っ
た
進
呈
の
仕
方
を
し
た
と
は
考
え
が
た

い
ず
れ
に
し
ろ
、
吉
郎
は
、
こ
の
詩
を
書
い

)
0

した
と
き
、
校
長
と
と
も
に
同
志
社
を
去
る
日
萌
治

三
十
二
年
)
が
や
っ
て
く
る
と
は
、
も
ち
ろ
ん
予

想
も
し
て
い
な
か
っ
た
ろ
う
。

吉
郎
に
は
「
同
志
社
学
校
の
歌
」
(
『
同
志
社
文

学
』
那
号
明
治
部
・
6
)
や
「
黒
社
校
歌
」
(
創
立

六
十
周
年
の
作
、
校
友
大
中
寅
二
作
曲
)
の
ほ
か
、
同
志

社
関
係
に
題
材
を
得
た
詩
が
幾
篤
か
あ
る
が
、
右

の
「
告
別
之
歌
」
は
、
か
つ
て
一
度
も
活
字
に
は

し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
小
ノ
な
く
と
も
私
が
調

べ
た
限
り
で
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
場
か
ぎ
り

の
即
興
詩
と
考
え
て
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、

公
表
し
た
作
品
よ
り
質
的
に
劣
る
も
の
と
は
言
い

が
た
い
。
校
長
に
進
呈
し
て
し
ま
っ
九
の
で
、
多

忙
な
校
長
に
頼
み
づ
ら
く
て
公
表
の
機
会
を
失
し

九
の
か
も
知
れ
な
い
。
複
写
機
な
ど
な
い
時
代
で

あ
る
。
全
く
あ
り
え
ぬ
こ
と
と
は
思
え
な
い
が
、

確
証
は
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
れ
は
写
真
で
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
湯
浅
吉
郎
の
自
筆
原
稿
で
あ
り
、
吉
郎

詩
の
特
徴
的
な
性
格
も
よ
く
う
か
が
え
る
。
読
ま

れ
る
詩
で
は
な
く
歌
わ
れ
る
詩
と
し
て
書
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
小
需
子
氏
の
ご
厚
志
が
な
か
っ

0
 
0

た
な
ら
、
、
氷
久
に
埋
も
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な

明
治
期
の
同
志
社
人
の
文
学
活
動
に
関
心
を

0

い抱
い
て
い
る
者
の
一
人
と
し
て
、
同
氏
に
対
し
て

深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。

(
社
史
史
料
編
集
所
事
務
主
任
・
大
学
文
学
部
講
師
)

ク
0
0
0

0
 
0

¥
¥
¥
¥
¥

房
館

岩

洛
教
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淡
江
中
学
と
同
志
社

'

淡
江
中
学
は
、
創
立
一
0
五
年
を
迎
え
た
台
湾
有

数
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
で
す
。
去
る
三
月
十
三

日
が
創
立
記
念
日
で
、
同
時
に
台
湾
ラ
グ
ビ
ー
の
創

始
者
陳
清
忠
先
生
(
散
人
)
を
記
念
し
て
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
ラ
グ
ビ
ー
大
会
の
第
十
回
大
会
開
幕
日
に
あ

九
り
、
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
0
B
チ
ー
ム
が
招
か
れ
ま

し
六
。

陳
清
忠
先
生
は
淡
江
中
学
倫
淡
水
中
学
)
か
ら
同
志

社
大
学
英
文
学
科
に
進
ま
れ
、
在
学
中
、
ラ
グ
ビ
ー

の
名
ス
リ
ー
ク
ォ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し

二
寺

イ
三
而

社
か
ら
陳
先
生
が
持
ち
偏
ら
れ
た
も
の
で
す
。
台

湾
の
ラ
グ
ビ
ー
は
、
同
志
社
に
ょ
り
始
め
ら
れ
、
淡

江
中
学
に
育
っ
九
と
い
え
ま
す
。
そ
の
同
志
社
チ
ー

ム
を
こ
の
懇
す
べ
き
十
周
年
大
会
に
お
迎
え
で
き

九
こ
と
は
:
:
:
し
と
声
を
震
わ
せ
な
が
ら
、

流
暢
.
▲

日
本
語
で
挨
拶
さ
れ
た
と
き
は
、
今
さ
ら
な
が
ら
、

伺
寿
の
国
際
主
義
の
歴
史
の
一
頁
に
触
れ
た
誓

が
し
ま
し
九
0

陳
清
忠
先
生
の
墓
標
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
の
ブ

ロ
ン
ズ
で
飾
ら
れ
、
恐
ら
く
世
界
で
も
九
だ
一
つ
の

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
墓
前
に
花
を
捧
げ
、
先

生
の
ご
遺
族
お
よ
び
淡
江
中
学
O
B
の
ガ
た
ち
と
識

美
歌
を
合
唱
し
九
の
も
感
慨
深
い
も
の
で
し
九
。

同
志
社
予
科
卒
業
、
台
北
帝
大
一
期
生
で
、
一
一
文

文
士
と
肖
称
し
て
お
ら
れ
る
柯
設
楕
先
輩
、
同
森

中
学
出
身
、
早
稲
田
ラ
グ
ビ
ー
の
中
期
黄
金
時
代
の

名
ス
リ
ー
ク
ォ
ー
タ
ー
柯
子
彰
先
皷
、
懐
か
し
い
伺

志
社
の
校
友
も
陛
中
学
の
O
B
と
し
て
私
九
ち
を

大
歓
迎
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
三
週

問
後
、
淡
江
中
学
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
が
来
日
し
、

特
に
京
都
で
黒
社
高
校
と
の
対
戦
を
希
望
し
、
一

Π
、
同
志
社
の
学
内
を
見
学
し
ま
し
九
。
栄
光
館
、

チ
t
へ
ル
の
前
で
の
悪
撮
影
は
、
台
湾
の
同
窓
、

校
友
へ
の
何
よ
り
も
の
お
士
産
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
占
い
歴
史
を
持
つ
淡
江
中
学
と

黒
社
の
交
流
が
、
ま
す
ま
す
意
義
あ
る
も
の
に
な

る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
(
大
学
文
学
部
教
授
・
体
育
)

卒
業
と
同
時
に
母
校
淡
江
巾
学
の
英
語
教
師
と
し

て
教
鞭
を
と
る
か
た
わ
ら
、
校
庭
に
自
ら
グ
ラ
ン
ド

を
詳
・
造
成
さ
れ
、
生
徒
た
ち
に
ラ
グ
ビ
ー
を
教

え
ら
れ
ま
し
た
0

大
会
の
開
会
式
で
、
淡
江
中
学
O
B
会
長
揚
延
謙

氏
が
、
「
五
十
年
を
越
え
九
台
湾
の
ラ
グ
ビ
ー
は
淡

江
中
学
で
芽
生
え
ま
し
九
。
そ
し
て
そ
の
芽
は
同
志

フ
グ
ビ
ー
を
通
じ
て




